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薬剤部 :ゴルゴ14 西 り|1発子・ 山竹まり子
り‖根 令 子・久保田春美
長谷川真理・塩澤さをり
病棟 (5の1)佐野 泰 子 。(5の2)篠宮 淑 乃
(6の2)勝見かほる。(7の2)前田 明 子
(8の1)山田 栄 子 。(8の2)木下 史 乃
(B-3)泉菜 穂 子 。(B-5)筈木多視子
(B-6)柴田 孝 子
表1 設 置 状 況
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図4  月別補充状況
チェック行為により、不足しているものの品名、
数量をカードに記載する。
病棟は、カードに基づき、誰に使つたものかを探
索する。
見つかり次第注射箋を書く。
結果としては、注射箋の扱い、流れを少し変えた
だけでしたが、経済的負担や病棟の手間を増やすこ
となく実質的に不足を生じている、品日、本数を的
確に早くつかむことができるようになり、それが、
探すのを容易にし、不足を生じる病棟数、本数、金
額と、いずれもかなりの減少をみています。
又、最近では、常備薬の管理は、病棟と薬剤部の
共同責任という雰囲気が増し、居合わせた、どの人
に連絡しても事が運び、常備薬に関する問題が速や
かに解決されるようになりました。
はじめにも申しましたが、病棟に置いてある薬品
は、まだいろいろありますので、引き続き看護部と
の2人3脚で管理して行きたいと思います。
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図3 実質的不足のつかみ方
ここまで来て、病棟ひかえで残っている分を差し
引いても、まだ不足している分が、実質的不足であ
り、これについて、誰に使ったかをいち早く探すこ
とによって、少しでも行方不明をなくすことに重点
を置きました(図3)。
(8)効  果
どうしても見つけだすことができず、行方不明に
なってしまった常備薬は、常備定数に調整するため
最終的に月末に補充をしました。
この補充は、誰に使ったかつかめない不足なので
当然コストはとることができず、やむをえず経済的
損失を伴う分です。
それを月別に1年間集計したものが、表3です。
7月からは、QC活動の方式が決まり活動を開始し
た結果です。
病棟数では、活動前は10病棟中、1カ月平均66
病棟で不足が生じ、補充をしていましたが、活動を
始めた7月以降では、みごとに減少し、活動が軌道
にのった9月には22病棟になりました。金額では、
9406円から1146円に、本数においても、32.7本か
ら46本へと減少し、だいぶ効果があらわれたよう
です(図4)。
(9)歯止 め
活動の結果、補給方法が次のように改善されまし
た。
常備薬を使用したら、すぐに注射箋を書き、4枚
目を病棟ひかえとし、直ちに所定の箱へ入れる。
残りの3枚は、規定の時間帯に医事課へ送る。
薬剤部は、補給注射薬と注射箋を持参して補給に
行く。
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